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３月、 (弥生 やよい)。草木がいよいよ生い茂る季節になりました。気象庁の桜開花予報では仙台は 4月

8日、満開は 13 日となっております。昨年は開花 3月 26 日、満開は 3月 31 日だったので、4月 8日、大

河原日中友好協会の観桜会では大半の桜が散り、留学生と葉見になってしまいました。今年は？・・・・・・・。 

１．３月の行事予定 
日  時 行       事        名 場        所 

３月１０日

（日） 

「お雛祭」１１：００～ 女性委員会 仙台国際センター研修室 

 
２．中国語スピーチコンテスト全国大会（青年委員会 吉澤） 

1 月 7 日東京で全国大会が開催されました。山形代表の白田麻衣子さんの応

援に行ってきました。昨年の大会に比べ高校生のレベルがかなり高くなってい

ると感じました。年々レベルが上がっていると思います。そのようなハイレベ

ルな大会でしたが、白田麻衣子さんは堂々の 2 位入賞です。白田麻衣子さんか

ら大会に参加して感じたことを寄稿していただきました。以下白田さんの感想

です。 

私は一昨年 11 月に結婚し、去年の４月から夫婦二人での暮らしが始まりまし

た。初めは生活のことで喧嘩することが多く、何故上手くいかないのか？と疑

問に思い、その時の経験をスピーチのテーマにしました。文章を書いているう

ちに、自分の行動を振り返ることができ、私自身も夫の生活習慣を受け入れら

れず、自分のやり方を押し付けようとしていたことに気が付きました。違う文

化を受け入れることは、同じ日本人同士でもこんなに難しいのかと実感し、多文化理解の難しさを再認識

しました。 

今回は特に発音を意識して練習しました。全国大会に出場できることが決まったときはとても嬉しかっ

たです。 

全国大会は全国各地の中国語の猛者たちが集まります。最初の出場者のスピーチを聞いたとき、とても

流暢な中国語だったので、全国大会のレベルの高さに圧倒されました。直前まで発音を直そうと頑張って

いたのですが、自分の発音では到底敵わないと思い、発音はもう諦めよう。それより客席を見ながら感情

を込めて話して、内容と表現で会場の方に楽しんでもらえるようなスピーチにしよう。と方針を変え、本

番に臨みました。そのおかげで自分も楽しみながらスピーチできたと思います。普段は家の壁に向かって

練習をしていたので、聞いてくれる方がいる中でのスピーチは、客席の反応があって、話していてすごく

楽しかったです。また、思いがけず２位を受賞できたことも嬉しい驚きでした。 

スピーチでも述べたように、日本と中国は一衣帯水の隣国です。互いに良好な関係を築き上げることが

両国にとって豊かな未来につながっていくと思います。そのために大切なことが実際の交流を通してお互

いの文化を理解すること、尊重することだと考えています。まずは自分が多様な文化に寛容になること、

これを国際交流の場だけでなく、自分の家庭でも(笑)実践していきたいです。 

  
３．浙江越秀外国語学院からの留学生（仙台市日中友好協会） 

２月１日（木）、名取市にある尚絅学院大学を仙台市日中友好協会の茂庭事務局長と武智理事が訪問し、

浙江越秀外国語学院から 1年間の予定で留学した邵さんと余さんに会ってきました。これは、昨年９月来

日してから、なかなか時間が取れず、歓迎会が出来なかったので顔合わせと、これからのことについて打

ち合わせをしたいということから、尚絅学院大学 小林知子交流推進課長さんと、佐藤ことのさんのお手

を煩わせて実現したものです。仙台市日中からはお土産にお菓子と津軽系のコケシを持参しお二人にお渡

しいたしました。二人とのお話では、仙台市日中のことや、これから予定されている宮城県・仙台市日中

の行事、パンダの話など多岐にわたりましたが、お雛祭り、観桜会、浴衣祭などがこれから企画されます

ので、ぜひ参加をとお伝えしました。 
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※ 左から邵さん､余さん             ※ 邵さん､余さんと記念撮影 

４． 学友会と共に旧正月年越しパーティー 

 ２月９日（金）東北大学国際交流会館三条第一会館で１７：００～東北地区中国学友会（張 馨予会長）

主催の旧正月年越しパーティーが開催され、お招きを受けたので参加してきました。はじめは留学生と共

にフロアーで餃子作りから始まりましたが、量が多く、なかなか売られているような形のそろった餃子が

作れず、大きさもばらばらで、作り終えて食べ始めたのが１９：３０頃になりました。餃子の他に用意さ

れたものはピータン、豚の皮を千切りにしたもの、胡麻団子等々でおいしく頂きました。パーティーでは

トランプ、マージャン、中国のゲームなどが催され、佐々木会長・水戸理事長も留学生に交じってマージ

ャンを楽しんでいました。招待された我々は２０時ごろ席を外させていただきましたが、留学生はその後

もパーティーを楽しんだようです。 

  
※ 留学生と共に餃子作り             ※ 佐々木会長の挨拶 

５．２０２４年大河原日中友好協会「定期総会・新春の集い」を開催（大河原日中友好協会 鈴木） 

2 月 3 日（土)和洋亭ぶざんに於いて、定期総会を開催しました。 

総会では、２０２３年度事業報告・決算が承認されました。   

昨年は、コロナ感染症の位置づけが、「5類感染症」になったこ

とから、感染防止・拡大に注意しつつ、事業（総会・新春の集い、

観桜会、芋煮会）を実施することが出来ました。 

又、２０２４年度の事業計画・収支予算計画が原案通り承認され

ました。 

役員については、佐々木守伸会長を始め現行役員が承認されまし

たので、今後ともよろしくお願いいたします。 

なお、来賓として、佐々木謙宮城県日中友好協会会長様からご祝

辞を頂きました。 

総会終了後に「新春の集い」を実施し、招待した中国人留学生５

人が参加し、計２０人で懇親しました。 


